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1. はじめに
私たちは相手との関係性によって言葉の丁寧度を変えながら会話をしている。目上の
相手には敬語や丁寧な表現を使う一方、自分より下の立場の相手には、デス・マス調を
使用せず、友人と話すように会話をする。これまで筆者は、先輩・後輩の両方の立場に
おいて、相手との関係性を意識して会話をすることが多いと感じてきた。しかし上下関
係がある場合でも、言葉の丁寧度を会話の中で変化させることで親しみや気遣いを表し、
相手とよりよいコミュニケーションを図ることがある。そこで、一つの会話中で言葉の
丁寧度を切り替える「スピーチレベルシフト」に関心を抱き、研究をすることにした。
本稿では、上下関係のある親しい大学生2者間の会話をもとに、スピーチレベルシフ
トが生じる場面とその効果について明らかにする。
2. 先行研究
本稿では丁寧体（デス・マス体）、普通体（ダ体）という文末の丁寧さに関する文体レ
ベルを「スピーチレベル」とする。また同一人物の同一会話内でスピーチレベルの切り
替えが起きる現象を「スピーチレベルシフト」と呼ぶ。
初対面会話のデータを用いたスピーチレベルシフト研究は少なくない。宇佐美（2001）
や三牧（2002）はポライトネスの観点から研究しており、伊集院（2004）は日本語母語
話者と学習者のスピーチレベルシフトの相違を明らかにした。宇佐美（1995）は大学生
を対象に、男女、目上、同等、目下という条件で研究をした。
親しい関係の会話の研究として、宮武（2007）は、同学年または同年齢の大学生の同
性・異性間の討論と雑談を分析した。また劉（2013）は、上下関係のある親しい友人3
者間の会話におけるスピーチレベルシフトについて論じている。
本研究では、女子大学生の親しい先輩・後輩の会話を対象として、スピーチレベルシ
フトが生じる場面とその効果を明らかにする。
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3. データ収集
サークル活動や学科内の親しい先輩・後輩の合計8ペア、計16名に1対1で約20分間
の会話をしてもらい、ICレコーダーで録音した。自由に会話をしてもらうように伝え、
筆者は同席せず約20分後に筆者自身が録音を止めた。「アルバイト」と「大学の授業」と
いう話題を提示し、話題に困った際に活用してもらうように伝えた。しかし言葉遣いを
意識しないようにスピーチレベルに着目することは伝えていない。
録音データは三牧（2013）の文字化記号を参考に、文字化した1。
4. スピーチレベルの分析方法
三牧（2013）を参考にした、本稿でのスピーチレベルの分類を表1に示す。
＋＋ そうでございます・～下さる
＋
～です・～ます・～でした・～ました
～ですか・～ますか・～でしたか・～ましたか
～でしょ・～でしょう
＋’
～です？・～ます？・～でした？・～ました？
～ですよ・～でしたよ・～ますよ・～ましたよ
～ですね・～でしたね・～ますね・～ましたね
～ですけど・～でしたけど・～ますけど・～ましたけど
～ですっけ？・～でしたっけ？・～しますっけ？・～しましたっ
け？
0
～する・～した
～する？・～した？
そう・そうだ・そっか
確かに・なるほど・名詞・形容詞
0’
～するよ・～だよ
～するね・～だね
～するの？・～なの？・～したの？
～たよ・～けど・～かも・～かな・～かね・～もん・～もんね・～
じゃん・～だし・～から・～だけ・名詞＋よ、ね
若者言葉（まじで、まじか）
中途終了型
発話 ＊
～みたいな・～って・～で・～っていう・～が・～んで・語尾が明
確でないもの
丁寧体
普通体
表1．スピーチレベルの分類
表1の分類に従い、「はい」や「うん」などの相槌を除いた8組の会話の発話文のスピー
チレベルを特定した。倒置文は、述語に注目してスピーチレベルをつけた。
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5. 分析結果
5.1. 各会話協力者の発話数とスピーチレベルの状況
表2は各会話協力者の発話数とスピーチレベルの分析結果である。カッコ内の数字は
スピーチレベルをつけていない、「はい」や「うん」などの相槌の発話数である。
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表2．各会話協力者の発話数とスピーチレベルの状況
スピーチレベルシフトを観察するためには、各話者の基本的なスピーチレベルを特定
する必要がある。三牧（2013）は、談話の参加者は人間関係や場面に応じて基本となる
スピーチレベルを選択、設定しており、このスピーチレベルを「基本的スピーチレベル」
と呼ぶと述べている。また三牧（2013）は中途終了型発話を除き、丁寧体と普通体の2
種類の分布に注目し、片方が50％以上ならばそれを基本的スピーチレベルとしている。
表2から、先輩A、C、E、G、I、K、M、Oの8人の基本的スピーチレベルは普通体で
あり、後輩のB、D、F、H、J、L、Nの基本的スピーチレベルは丁寧体であると言える。
後輩 Pは、先輩Oと非常に親しく、普通体を約8割使用しているため、基本的スピーチ
レベルは普通体となる。
このように、先輩は普通体、後輩は丁寧体で主に話すが、20分間の会話の中でも、ス
ピーチレベルシフトが生じている場面がある。5.2では、先輩の発話における普通体か
ら丁寧体へのスピーチレベルシフト、5.3では後輩の発話における丁寧体から普通体へ
のスピーチレベルシフトを分析する。
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5.2. 普通体から丁寧体へのスピーチレベルシフト
先輩の発話内で丁寧体へのスピーチレベルシフトが起きる場面は7種類に分類され
た。宇佐美（1995）は、発話の素材・内容等の言語的要因や心的距離等の心理的要因に
分けて分析を行っている。本稿でも、宇佐美（1995）の分析に従い言語的要因と心理的
要因に着目してスピーチベルシフトが生じた場面を以下のように分類した。
〈言語的要因〉①説明する場面 ②確認された時の応答場面
〈心理的要因〉③相手に同意を求める場面 ④相手に気遣いをする場面
⑤マイナスな内容を相手に伝える場面 ⑥相手をねぎらう場面
⑦繰り返し
以下ではそれぞれの場面について論じていく。
①説明する場面
会話例12では、先輩 Eがアルバイトについて話をしている。発話61でアルバイト先
の客について具体的に説明を始めた際に普通体から丁寧体へのスピーチレベルシフトが
生じており、談話を進める働きがあると考える。また、あえて丁寧体に切り替えること
で、発話61から説明を始める話に注目してもらうことができる。
会話例1 先輩Eの発話
59 E なんか一部上場みたいな。 ＊
60 E なんだけど。 0’
61 E いらっしゃいませやっててたまに変な人が来るんですよね〈笑い〉。 ＋’
②確認された時の応答場面
会話例2では、先輩 Cと後輩 Dが留学について話をしている。先輩 Cは普通体で話
しているが、発話9の質問に発話10では丁寧体で答えている。スピーチレベルを上げる
ことで丁寧かつ明確に事実を伝える効果があると考えられる。
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会話例2 先輩C、後輩Dの会話
5 C は、いかなかった。 0
6 D あ、そうなん/ですか。 ＋
7 C
/普通に忙しかったし〈はい〉あのわたしは去年留学
に1ヶ月行ってたから、そっちのほうに専念したいかなって思っ
て。
＊
8 D あ、なるほど。 0
9 D それって、【国名】研修のやつでしたっけ？ ＋’
10 C うん【国名】の語学研修ですね。 ＋’
③相手に同意を求める場面
会話例3では先輩Aが後輩Bに対して、発話61で「～じゃないですか」と丁寧体で発
話している。発話62の中途終了型発話の後、発話64で再度丁寧体に切り替わっている。
「～じゃないですか」が続くことで、相手に同意してもらいたい気持ちがうかがえる。
洞澤・高木（2012）は、「～じゃないですか」の使用は若者たちに有効で、親しさや共通
感覚を演出することで円滑にコミュニケーションを進めようとするものだと述べてい
る。丁寧体となっているが、親しみを表す効果があると思われる。
会話例3 先輩A、後輩Bの会話
60 A ね、大変まあ大変というか単になんかあんま合わなかったという
か、単に何だろやる気がなかったというかでまあすぐやめて、で
なんか試食バイト〈はい〉とかやったんだけどあれもなんかなん
かそれもそれでめんどくさくて〈ははは〉｛笑いながら｝とかやっ
てるとやってなくて最近。
0
61 A でもさなんか、夏水着ほしいじゃないですか？ ＋
62 A 夏っ/て言うと。 ＊
63 B /そうですね。 ＋’
64 A でも水着って高いじゃないですか？ ＋
④相手に気遣いをする場面
会話例4では、化粧をしても変わらないと自分を下げるような後輩 Bの発言に対し
て、先輩Aが発話531で丁寧体で発話している。改まった口調にすることで自分の判断
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を真面目に主張し、後輩の発言に対して気遣いをしているのではないかと思われる。ま
た発話533でいったん普通体に戻し、発話534で再びスピーチレベルを上げ「決めゼリフ」
のように伝えることで相手に納得させる効果がある。
会話例4 先輩A、後輩Bの会話
528 B 今化粧してはいるんですけど一応。 ＋’
529 A あーうん。
530 B もうこのレベルです。 ＋
531 A いいと思いますよ。 ＋’
532 B あんま変わんないじゃん、してるしてないどっちみたいな。 ＊
533 A ｛笑いながら｝でも日焼けするじゃん、日焼け強いからファンデだけでも塗ったほうがいいらしいからいいと思うよ。 0’
534 A 十分だと思います。 ＋
535 B ですよね。 ＋’
⑤マイナスな内容を相手に伝える場面
会話例5では、後輩Hが先輩 Gにアルバイトについて話している。後輩Hの質問に
対し、先輩 Gは発話207で丁寧体に切り替えている。アルバイトから逃げるのに必死だ
というマイナスな内容を後輩に伝えているため、気後れのような心理的な変化がスピー
チレベルに影響を与えたと思われる。またスピーチレベルを丁寧体に変化させること
で、必死という気持ちを強く示す効果もあると考えられる。
発話208では、先輩 Gは後輩Hのアルバイトについて話題転換しており自分のアルバ
イトの話をすぐに切り替えた。先輩 Gにとって立ち入られたくないという気持ちがス
ピーチレベルに反映したとも考えられる。
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会話例5 先輩G、後輩Hの会話
203 H 今行ってますか〈笑い〉？ ＋
204 G 行ってない。 0
205 G もうなんとか逃げようと。 ＊
206 H 必死ですか？ ＋
207 G 必死です。 ＋
208 G え、とんかつやってんの？ 0’
⑥相手をねぎらう場面
会話例6では、発話417、418で後輩Hが述べた行動に対して、Gが発話419で先輩なが
らも丁寧体で称賛の気持ちを伝えている。発話421においても＋が続き、称賛の気持ち
が強いことを後輩に示すことができる。この例ではねぎらいという気持ち、すなわち心
理的変化がスピーチレベルの変化に影響したと考えられる。
会話例6 先輩G、後輩Hの会話
415 G そうそうそう。 0
416 H あれはちょっとまずいと思いましたよ。 ＋’
417 H あの後【人名】とあたし2人で私達2人で【人名】先輩にすいま
せんすいませんって。
＊
418 H 謝りに行きました。 ＋
419 G 偉いです。 ＋
420 H ごめんなさいって。 ＊
421 G 偉いです。 ＋
⑦繰り返し
会話例7では、先輩 I が後輩 J の発話を繰り返し、冗談めかして互いに笑っている。
後輩 Jと同じ発話を繰り返しているため、スピーチレベルが丁寧体に変化している。大
津（2007）は、話し手の冗談を奨励するときの聞き手の言語的対応として、「模倣」が認
められたと述べている。相手の発話を模倣することで、リズムのある会話が生まれてい
る。
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会話例7 先輩 I、後輩Jの会話
423 I 大河ドラマにぜひね北条5代がなってほしいよね。 0’
424 J 応援してます。 ＋
425 I 応援してます｛2人で笑い｝。 ＋
5.3. 丁寧体から普通体へのスピーチレベルシフト
本節では、後輩の発話において丁寧体から普通体へのスピーチレベルシフトが生じた
7種類の場面を分析する。ここでも、宇佐美（1995）の言語的要因と心理的要因によっ
て以下のように分類した。なお、後輩 Pのみ基本的スピーチレベルが普通体であるが、
同じく宇佐美（1995）の分析方法に従いスピーチレベルシフトが生じる場面について分
析する。
〈言語的要因〉①独話をする場面
〈心理的要因〉②相手に意見を述べる場面（対立した意見や否定）
③相手に指摘をする場面
④感情を表す場面 ⑤冗談を伴う発話場面
⑥相手の発話に対する反応場面 ⑦マイナスな内容を相手に伝える場面
スピーチレベルシフトが生じた場面について具体的に見ていく。
①独話をする場面
会話例8は、先輩 Cが就職を希望する業界を後輩 Dが初めて知った場面である。新
たな発見を、スピーチレベルを切り替えて独話的に発話したと考えられる。
会話例8 後輩Dの発話
225 D /なるほど、出版社ですか。 ＋
226 D あ、そうなんですか。 ＋
227 D 知らなかった。 0
②相手に意見を述べる場面（対立した意見や否定）
会話例9の発話305では先輩Kの問いかけに対し、後輩 Lが対立した考えを述べてい
る。先輩Kの「（ワクワク感）でない？」に対して、発話305で後輩 Lは「でない」と断
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言し、普通体へのスピーチレベルシフトが生じた。先輩に対して普通体で反論すること
は失礼になる可能性があるが、親しさがスピーチレベルの選択に影響を与えたと考えら
れる。また先輩と同じ形式を用いることで心的距離を縮め、緊張を緩和させる効果もあ
ると考える。
会話例9 先輩K、後輩Lの会話
302 L ワクワク感/でますね。 ＋’
303 K /そうそうそう、出る。 0
304 K でない？ 0
305 L でない。 0
306 K おかしいか私が？ 0’
③相手に指摘をする場面
会話例10では、先輩 Eが後輩 Fに兄がいると勘違いをして聞いている。後輩 Fは先
輩 Eの発話に対して発話299において丁寧体で否定をし、その後に普通体で「突っ込み」
を入れている。会話例9、10から後輩は先輩に対して意見や指摘など自分の主張をする
際にスピーチレベルを切り替えるのではないかと思われる。
会話例10 先輩 E、後輩 Fの会話
298 E お兄ちゃんいるでしょ？ ＋
299 F いないですよ。 ＋’
300 F 架空のお兄ちゃんが/出来上がってる。 0
④感情を表す場面
カヴァナ（2010）は「自分の感情を表したり、欲求する時（いわゆる心情文）にはひ
とりごと様式、いわゆる独話的な文として普通体を使うのは当然である」（p.91）と述べ
ている。
会話例11は後輩Dの発話であるが、発話81では、羨ましいという感情からスピーチレ
ベルシフトが生じていると考える。独話的に発話しているが、先輩の話に関心を持って
いることを示し羨ましいという感情を表す効果があると考える。
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会話例11 後輩Dの発話
80 D えー、そうだったんですか。 ＋
81 D いいな、そういう子。 0’
82 D なんかリア充ってだけで「あっ」みたいになるんで。 ＊
83 D いいな、そういうギャップがない人は。 0’
⑤冗談を伴う発話場面
会話例12は先輩 I と後輩 Jが部活動の合宿にある大学生が参加していたことをお互い
知らなかったと言い合っている場面である。発話280で先輩 I は隔離されていたから知
らなかったと冗談を言い、発話281でその冗談を後輩 Jがとっさに普通体で否定し、発話
282で「被害者ぶる」と普通体で発話している。発話283で先輩 I は後輩 J の「被害者ぶ
る」を繰り返してお互い笑っていることから、発話282は冗談であると考えられる。後輩
はあえてスピーチレベルを下げて発話することで冗談だと先輩に認識させ、冗談を言う
ことで先輩との心的距離を縮めていると考える。スピーチレベルを巧みに切り替え、笑
いを誘うことができ円滑に会話を進めることもできる。
会話例12 先輩 I、後輩Jの会話
279 J 知らなかったです。 ＋
280 I えーなんかもう隔離されてたもんな。 0’
281 J 隔離されてたいやいやいや{2人で笑い｝。 0
282 J 被害者ぶる｛2人で笑い｝ 0
283 I 被害者ぶる｛2人で笑い｝。 0
⑥相手の発話に対する反応場面
先輩の発話に対するリアクションをする場面でスピーチレベルシフトを確認できた。
例えば、「あ、そうなんだ」、「なるほど」、「確かに」などである。本研究では、これらの
発話を普通体とみなしている。普通体で先輩の発話に反応をすることで心的距離の短縮
が生じ、先輩が話しやすい雰囲気にする効果があると考えた。
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⑦マイナスな内容を相手に伝える場面
会話例13では、先輩Aと後輩Bがゼミについて話している。発話193で後輩 Bはゼミ
の人数の少なさについて述べている。丁寧体で説明をするよりも普通体に変えること
で、マイナスな内容を印象づけ、相手を驚かせるような効果が生じると考えられる。
会話例13 先輩A、後輩Bの会話
191 B いやー近現代 /とかなんか時代的に人気らしい/です。 ＋
192 A /日本だけ？あーそっかそっか /あーなるほど。 0
193 B 逆に古代が人気なさ過ぎて、/5人しかいない。 0
194 A /そうなんだ。 0
195 A まじで。 0’
196 A 少な。 0
次に、親しい先輩 Oに対して普通体を基本とする後輩 Pのスピーチレベルシフトに
ついて見ていく。後輩 P の発話内で普通体から丁寧体へのスピーチレベルシフトが起
きたのは、次の場面である。
〈言語的要因〉①会話を進める場面
〈心理的要因〉②相手の発話に対する応答場面
以下では、2種類の場面におけるスピーチレベルシフトについて述べる。
①会話を進める場面
後輩 Pは発話145では卒業論文について感想を述べているが、発話146で相手の発話を
促す配慮を示している。発話148では相手の発話に対してより詳しく知るために、スピー
チレベルを上げて質問をしている。スピーチレベルを切り替えることで会話を進行させ
る働きがあると考えた。
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会話例14
145 P 結構大変そうだな卒論。 0’
146 P それよりはい。 ＊
147 O 香港楽しかった。 0
148 P 香港で何したんですか？ ＋
②相手の発話に対する応答場面
親しい友人同士の会話では、同調をする際、丁寧語の使用は少ないと思われる。親し
い仲とはいえ、後輩 Pは発話29で丁寧体を使用して同調しており、上下関係を意識しつ
つ話をしていることが感じられる。やはり上下関係はスピーチレベルに強く反映される
のではないかと考えた。発話29における丁寧体へのスピーチレベルシフトは先輩の発話
への賛同と尊重を示す効果があると考える。
会話例15
27 P 最初の3日間すごいむくみ。 0
28 O やばいよね。 0’
29 P 立ち仕事辛いですよね。 ＋’
先輩8名と後輩 Pの基本的スピーチレベルは同じく普通体である。しかし、スピーチ
レベルシフトが現れる場面は一致していない。後輩 Pのスピーチレベルシフトは、先輩
に問いかけをすることで相手の話を進行させたり、先輩の意見に対して丁寧体で賛同す
ることで先輩が話しやすいようにしたりしていると思われる。
6. 考察
6.1. 分析結果をふまえて
本稿では、親しい先輩と後輩、2者間の会話をもとにスピーチレベルシフトが生じる
場面とその効果を分析した。先輩のスピーチレベルシフトは談話を展開する場面に生
じ、後輩に対して自分の話に注目させる効果があると考えた。またマイナスなことを伝
えるときや後輩への気遣いをするとき、後輩の行動に感謝するときには心理的変化がス
ピーチレベルに影響を与えており、自分の気持ちを後輩に示す効果がある。さらに後輩
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の発話を模倣することで心的距離を短縮して円滑に会話をすることができる。
一方後輩のスピーチレベルシフトは主に先輩への意見や指摘など主張を示す場面に生
じていた。先輩の発話に対する応答では、先輩が話しやすいようにする効果があると考
えた。またスピーチレベルを下げることで冗談だと先輩に認識させ心的距離の短縮を図
ることができる。親しい先輩・後輩の会話では、お互いがスピーチレベルシフトによっ
て相手の話の展開を促したり上下関係による心的距離を短縮したりする。
6.2. 先行研究の結果との比較
親しい関係に注目した宮武（2007）と劉（2013）と本研究の結果を比較する。まず普
通体から丁寧体へのスピーチレベルシフトについて、宮武（2007）は、①対立する立場
や意見の提示 ②相手への非難や、相手を突き放す発言 ③第三者に関する悪口や噂話
④会話開始時/終了時/話題転換の合図の4種類の場面で生じると報告している。また劉
（2013）は、①常套句/会話開始・終了時の合図 ②相手への非難 ③対立する立場や意
見の提示 で普通体から丁寧体へのスピーチレベルシフトが生じると述べており、宮武
（2007）の結果とほぼ共通している。本研究では「相手への非難」や「対立する立場や
意見の提示」、「第三者に関する悪口や噂話」におけるスピーチレベルシフトは確認でき
なかったが、相手に対する気遣いや感謝などの心理的変化がスピーチレベルに影響を与
えていることが発見となった。
丁寧体から普通体へのスピーチレベルシフトについて劉（2013）は、①自分の意見や
心情を一方的に表出する、および②繰り返しの場面で生じると報告している。本研究に
おいても自分の意見や心情を一方的に表出する場面でスピーチレベルシフトが生じた。
先行研究と本稿の結果から、親しい上下関係において丁寧体を基調とする発話者は感情
を表す際にスピーチレベルを切り替えると考えられる。本研究では「繰り返し」による
スピーチレベルシフトは見られなかったが、先輩に自分の考えを示し、指摘をする際に
スピーチレベルシフトを確認することができた。また相手と円滑に会話を行なうために
冗談を言う際にはスピーチレベルを下げて言うことがわかった。
7. 今後の課題
本研究では、女性のみを対象としているが、女性だけでなく男性と女性の先輩・後輩
関係の会話など、性別の条件を変えた研究も今後の課題である。また、世代による比較
も重要であろう。このように様々な設定でスピーチレベルシフトの生じる場面を研究す
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ることで、親しい・上下関係という関係性におけるスピーチレベルシフトについてより
詳しい考察ができると思われる。
【注】
1 [文字化記号の凡例]
。 発話の終了 ／ 発話の重なり
＜＞ 短い相槌や笑い { } 非言語行動
【】 個人情報について (＊) 聞き取り不明な語
？ 上昇音調
2 会話例の一番左の欄は発話番号、次の欄のアルファベットは発話者を示す。
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Abstract
This study aims to clarify the situations in which speech-level shift occurs and the effects of
speech-level shift. The data are eight twenty-minute conversations between a senior and a
junior at Tokyo Woman’s Christian University.
The seniors’ speech-level shift from normal level to polite level occurred in the following 7
situations: 1) when a senior explained something to a junior, 2) when a senior answered a
junior’s questions, 3) when a senior invited a junior’s agreement, 4) when a senior considered a
junior’s feelings, 5) when a senior talked about an undesirable situation, 6) when a senior gave
thanks to a junior, and 7) when a senior repeated a junior’s utterance. By using polite language,
seniors can enhance the conversation. It was found that seniors’ concern for juniors had an effect
on their speech-level.
The juniors’ speech-level shift from polite level to normal level occurred in the following 7
situations: 1) when a junior talked to herself, 2) when a junior gave her opinions, 3) when a
junior pointed out a senior’s mistakes, 4) when a junior expressed her feelings, 5) when a junior
told a joke, 6) when a junior responded a to senior’s utterances, and 7) when a junior talked
about an undesirable situation. From the data, I found that speech-level shift occurs when
juniors give their opinion and when they talk to themselves. Additionally, they adjust their
speech-level in order to enhance smooth conversation.
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